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サテライトつちうら第２弾

認定 NPO 法人宍塚の自然と歴史の会

サテライトつちうら第２弾として、霞ヶ浦流域連携市民

会議＆クイズ大会「ココにあります★霞ヶ浦のミライ－こ

れからの霞ヶ浦の流域を知ろう、語ろう、考えよう－」が、

８月 25 日（土）茨城県霞ケ浦環境科学センターにおい

て、宍塚の自然と歴史の会が企画を担当のもと開催さ

れました。

クイズ大会

イベントは終日通してのクイズ大会と午後から行わ

れる流域市民連携会議の２本立てで行われました。クイ

ズ大会は参加者に問題用紙を配布、ブースに掲示され

たパネルを見ながら回答してもらい、採点後、参加賞と

正解賞、各団体が用意した賞品の抽選券を配布してい

きました。用意した問題とそれに関するパネルは５つで、

霞ヶ浦に関するもの一題と午後の会議で発表する４団

体に関するものが各一題と、午後の会議と連動したスト

ーリー性のあるものでした。イベント開始は午前 10 時か

らでしたが、その前から参加者が集まり出し、10 時には

大変な人だかりとなり、スタッフは休む間もないくらいの

大盛況でした。お昼前には、用意した 500 枚の問題用

紙がなくなり急遽 100 枚増刷しました。宍塚の紹介パネ

ルやクイズ用紙、チラシなどの多くは石井美穂さんの力

作でした。

霞ヶ浦流域連携市民会議

午後１時からはいよいよ流域連携市民会議が開催さ

れました。阿部きよ子さんの司会のもと、サテライトつちう

らの主催者である土浦市の五頭副市長、当日の霞ケ浦

環境科学センター夏まつり主催の福島センター長、当

会議の企画者として及川さんの挨拶で開会しました。

特別講演および講演

最初前霞ケ浦環境科学センター長の相﨑守弘島根

大学名誉教授から、霞ヶ浦の変遷から現在の状況、将

来目指すべき方向性を分かりやすくご説明頂きました。

治水のため昭和 38 年に常陸川水門が設置され、工業

用水利用のため昭和 45 年に堤防が設置されたことによ

り、昭和 50 年には霞ヶ浦が完全閉鎖され、霞ヶ浦の漁

業、周辺の農業が大きく変わってきたことがよくわかりま

した。また、その結果、水質の変動も激しく最も汚れてい

た 50 年代にもっとも漁獲量が高く、ある程度対策がとら

れ改善してきた現在のほうが、漁業資源の確保が難し

い状況になっていることも理解されました。
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続いて流域で活動する各団体の発表が続きました。

まず、JA 土浦蓮根本部会の大竹剛氏から蓮根の成育

に合わせた肥効調節型肥料の導入で霞ヶ浦への負荷

を減らす蓮根栽培についての取り組みが紹介されまし

た。

霞ヶ浦漁業協同組合の齋藤忠成氏からは漁獲量の

低下に歯止めをかける対策の一つとして省力化を上げ、

一例としてワカサギの人工ふ化事業に、手間を掛けず、

魚体も傷付けない新しい方法の導入が紹介されまし

た。

石岡市森林カーボンオフセット協議会の松浦晃氏か

らは間伐で得た二酸化炭素排出権を企業などに購入し

てもらうカーボンオフセットの紹介がありました。また森

林を守ることによって 100 年後の子ども達に、森林だけ

ではなく、流域の農業・水産業も残せるとのお話が印象

に残りました。

次に土浦市宍塚における里山保全活動について、

森本信生氏が発表しました。宍塚の里山の植生の紹介

では、様々な植生がモザイク状に広がり、宍塚の里山が

多くの生き物を育む場所となっている理由が実感できま

した。その宍塚の里山の将来について、土浦市の計画

では緑地としての維持と、つくば研究学園都市に隣接

する立地から市街地整備の両論が併記されていること

を上げ、いまの緑豊かで多様な生き物を育む宍塚の里

山が続くことの意義が多くのひとに伝わったと思います。

また会の様々な活動が紹介され、それらの活動が結び

ついて宍塚の里山の保全活動が成り立っていることが

良く分かりました。さらに霞ヶ浦を守るには、流域での視

点で考えなければいけないことを宍塚大池の水が農業

水路から備前川と流れ、最終的に霞ヶ浦に流れていくこ

とを例にあげて説明されました。

続いて宍塚の里山で活動を行っている法政大学キャ

ンパスエコロジーフォーラム里山班の矢澤優季さんと鈴

木一歩さんが、キャンエコの活動を紹介しました。なぜ１

５年も活動が継続しているのか、やりがいや活動を通じ

て感じていることを例に、分かりやすく紹介して下さいま

した。とくに都心から土浦までの旅費の負担は学生にと

って軽くなく、回数券の購入で負担を軽減することを考

えた例や、宍塚の里山での活動が職業選択の決め手

になった例も紹介され、若者たちの里山保全への強い

想いに頼もしくなりました。

パネルディスカッション

全発表が終わった後、休憩をはさんでパネルディス

カッションが行われました。相﨑先生をコーディネータ

ーに、各発表者がパネラーとなり行われました。聴衆者

からの質問もここで行われました。各パネラーは聴衆者

からの様々な質問に丁寧に答えていました。

パネルディスカッションの最後に相﨑先生から、今回

の会議の主題である流域のネットワークやその未来に

ついてパネラーの方々にそれぞれの考えを語ってもら

いたいと提案がありました。漁業者の齋藤氏は、いつま

でも豊かな漁場であるように、禁漁区の周知やごみの回

収を行っていきたいそうです。蓮根農業者の大竹氏か

らは、緩効性肥料や止水板の使用で霞ヶ浦に負荷をか

けない栽培と鳥との共存も考えたいとのことでした。森

林保全の松浦氏からは霞ヶ浦の良さをたくさんの人に

知ってもらうために水源としての山林の中で持続的な活

動をしたいとのことでした。当会の森本さんは宍塚大池

も霞ヶ浦の水源の一つで、その宍塚の里山での活動を

通して、場所への愛着・興味が生まれ、どこへ水が流れ

ていくかを考えるようになり、霞ヶ浦やそこで捕れる魚や
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その周りで栽培されている蓮根などへも興味が広がって

いくのではないかとのことでした。キャンエコの矢澤さん

からは、宍塚の活動を通して霞ヶ浦の役に立てるような

活動を行い、その活動を通して学んだ知識を様々な場

所で応用できるようにしたい、鈴木さんからは環境保全

には時間が掛かると聞いているので、子どもや学生など

若い世代に環境保全の大切さを知ってもらうことが重要

で、大学生の自分も次の世代へ継承していきたいとのこ

とでした。

最後に各団体から提供頂いた特別賞の抽選引き換

えがなかった分を会議出席者に佐々木さんの掛け声の

もと、大じゃんけん大会が行われて配布しました。

参加者数・総括

クイズ大会に 560 名、流域連携市民会議に 140 名も

の参加がありました。また 45 名以上の方々がスタッフと

して参加し、当日のイベントを成功に導きました。

私も霞ヶ浦に関する勉強会やシンポジウムなどには

多く参加しましたが、今回のような流域に視点を置いた

会議は初めてでした。ぜひ、第１７回世界湖沼会議が終

わったあとも、このような取り組みが継続して、霞ヶ浦を

考えるときはまず流域目線で考えることが当たり前にな

ることを願いたいと思います。  

文責 福井正人

認定 NPO(特定非営利活動)法人，理事長 及川 ひろみ，事務所:〒305-0023 茨城県つくば市上ノ室 292 番地５

Tel 029-857-1555，e-mail：sisitsuka@muf.biglobe.ne.jp，http://www.kasumigaura.net/ooike/

■事前広報

チラシ表 チラシ裏
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■クイズ大会掲示資料

ヒントパネル 1 霞ヶ浦について ヒントパネル 2 石岡紹介パネル

ヒントパネル 3 宍塚紹介パネル ヒントパネル 4 霞ヶ浦・北浦の漁業について
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ヒントパネル 5 れんこんについて ■クイズ大会問題 表

クイズ大会問題 裏 ■多目的ホール掲示資料~活動紹介パネル

霞ヶ浦漁業協同組合
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ＪＡ土浦蓮根本部会 石岡市カーボンオフセット協議会

ＪＡのＰＲ用パネルを展示したので、講演内容を紹介します

認定 NPO 法人宍塚の自然と歴史の会 法政大学・キャンパスエコロジー
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